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小
樽
市
病
院
事
業
管
理
者
に 

 

並
木
昭
義
先
生 

が
就
任 

 

平
成
二
十
一
年
四
月
か
ら
、
小
樽
市

に
お
け
る
病
院
の
事
業
形
態
が
「
地

方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
」に
変

わ
り
、
そ
の
責
任
者
と
し
て
「
病
院

事
業
管
理
者
」
を
市
長
が
任
命
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
初
代
の
小
樽
市
病
院

事
業
管
理
者
に
、
元
札
幌
医
科
大
学

教
授
の
並
木
昭
義
先
生
が
就
任
し

ま
し
た
。 

 

「
地
域
医
療
の
あ
り
方
」 

 
 

 

事
業
管
理
者 

並 

木 

昭 

義

 

 

こ
の
４
月
か
ら
、
小
樽
市
の
２
つ
の
市
立
病
院
の

事
業
管
理
者
と
し
て
、
よ
り
良
い
医
療
、
健
全
な
経

営
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

組
織
・
事
業
の
運
営
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
天
地

人
の
格
言
、
す
な
わ
ち
、
「
天
の
時
」
、
「
地
の

利
」
、
「
人
の
和
」
が
必
要
で
す
。 

 

「
天
の
時
」
は
、
自
分
が
時
代
の
情
勢
か
ら
必
要

と
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
３

月
に
大
学
を
定
年
退
職
す
る
、
小
樽
病
院
の
麻
酔
科

を
創
設
し
て
お
り
実
情
を
知
っ
て
い
る
、
病
院
長
の

経
験
が
あ
る
、
日
本
麻
酔
科
学
会
の
理
事
長
と
し
て

日
本
の
医
療
に
携
わ
っ
て
い
る
、
小
樽
商
大
・
小
樽

市
と
の
地
域
医
療
に
関
す
る
学
際
的
連
携
が
結
ば
れ

そ
の
推
進
役
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。 

 

「
地
の
利
」
は
、
小
樽
市
は
札
幌
市
に
接
し
、
大

学
及
び
多
く
の
病
院
と
連
携
が
取
り
や
す
い
こ
と
、

小
樽
市
内
の
麻
酔
科
の
ほ
と
ん
ど
が
私
の
教
授
時
代

に
開
設
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
の
状

況
を
知
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。 

 

「
人
の
和
」
は
、
小
樽
市
内
の
各
病
院
長
、
医
師

会
の
先
生
方
と
親
交
・
面
識
が
あ
る
こ
と
で
す
。
職

員
は
以
前
に
小
樽
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
や
就

任
前
の
新
聞
報
道
等
で
私
を
知
り
、
温
か
く
迎
え
て

く
れ
て
い
る
こ
と
、
就
任
直
後
の
２
病
院
で
の
私
の

見
解
・
方
針
に
つ
い
て
の
講
演
に
よ
り
理
解
さ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
職
員

を
同
じ
方
向
・
目
的
に
導
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。 

 

市
立
病
院
の
目
的
は
、
公
的
な
立
場
か
ら
市
民
に

安
心
・
安
全
な
医
療
を
提
供
し
、
信
頼
さ
れ
る
、
快

適
な
病
院
に
し
て
い
く
こ
と
で
す
。 

市
立
小
樽
病
院
は
、
小
樽
市
だ
け
で
な
く
、
後
志
地

域
で
唯
一
の
多
く
の
診
療
科
を
有
す
る
総
合
病
院
で

す
。 

 

し
か
し
、
最
近
の
医
療
・
教
育
制
度
改
革
に
よ
り

医
師
不
足
と
な
り
、
戦
力
低
下
を
招
い
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
個
々
の
医
師
の
負
担
が
増
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
施
設
は
老
朽
化
が
進
み
、
決
し
て
労
働
環

境
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。 

 
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
あ
っ
て
も
、
医
師
の
み
な

ら
ず
、
看
護
師
や
他
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
は
、
よ
り
良

い
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
を
し

て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
早
急
に
解
消
し
な

け
れ
ば
重
大
な
事
態
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

小
樽
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
（
旧
第
二
病
院
）
も
同
様

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
よ
り
充
実
し
た
、
患
者
に
喜

ば
れ
る
、
質
の
高
い
医
療
を
行
う
た
め
に
は
、
両
病

院
が
統
合
し
、
新
病
院
で
診
療
を
行
う
こ
と
が
必
須

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
は
、
赴
任
し
て
以
来
、
各
方
面
に
積
極
的
に
あ

い
さ
つ
回
り
を
し
、
御
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。
そ
の

結
論
は
、
市
立
病
院
を
統
合
・
新
築
し
て
高
度
・
専

門
医
療
を
行
う
こ
と
、
他
の
病
院
・
診
療
所
に
な
い

診
療
科
の
医
療
を
行
う
こ
と
、
市
立
病
院
・
公
的
病

院
・
医
師
会
と
の
連
携
を
強
め
、
二
次
医
療
を
完
結

で
き
る
体
制
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
医
療
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
さ
せ
、

市
内
病
院
の
診
療
状
況
を
把
握
で
き
る
体
制
整
備
を

行
う
こ
と
、
ま
た
、
三
次
医
療
に
関
し
て
は
札
幌
の

病
院
と
の
連
携
を
密
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

総
務
省
は
、
本
年
２
月
に
住
民
の
流
出
を
防
ぐ
た

め
に
定
住
自
立
圏
構
想
を
公
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
、
小
樽
市
が
中
心
と
な
り
、
余
市
・
仁
木
・

古
平
・
積
丹
・
赤
井
川
の
北
後
志
地
区
の
５
町
村
と

連
携
し
て
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
土
地
利
用
・
産

業
振
興
を
充
実
さ
せ
る
「
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定

に
向
け
た
取
組
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
小
樽
市

の
発
展
の
た
め
重
要
で
あ
り
、
大
い
に
活
用
す
べ
き

で
す
。
こ
の
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
医
療
体
制
を
築
く

た
め
に
も
、
新
病
院
の
開
設
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 
  

 

  

地
域
住
民
に
対
し
て
、
医
療
・
福
祉
は
安
心
と
幸

地
域
住
民
に
対
し
て
、
医
療
・
福
祉
は
安
心
と
幸

福
を
、
教
育
は
知
恵
と
品
格
を
、
土
地
利
用
・
産
業

福
を
、
教
育
は
知
恵
と
品
格
を
、
土
地
利
用
・
産
業

振
興
は
文
化
と
繁
栄
を
与
え
る
も
の
で
す
。

振
興
は
文
化
と
繁
栄
を
与
え
る
も
の
で
す
。  

地
域
医
療
は
、
た
だ
行
政
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の

地
域
医
療
は
、
た
だ
行
政
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
地
域
住
民
の
意
志
・
知
恵
・
実
行
・
責

で
は
な
く
、
地
域
住
民
の
意
志
・
知
恵
・
実
行
・
責

任
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が

任
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が

大
切
な
の
で
す
。

大
切
な
の
で
す
。  

【
並
木
管
理
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】 

昭
和
44

年 

札
幌
医
科
大
学
卒
業 

昭
和
62

年 

札
幌
医
科
大
学
麻
酔
学
講

座
教
授 

平
成
14

年 

札
幌
医
科
大
学
医
学
部
附

属
病
院
長 

平
成
21

年 

小
樽
市
病
院
事
業
管
理
者

就
任 

《
学
会
役
職
等
》 

日
本
麻
酔
科
学
会
理
事
長 

 

北
海
道
医
師
会
常
任
理
事 

な
ど
を

歴
任 



2 

通算１３号 

 

生活様式の多様化や、高齢化社会の進展する現代にあって、「健康である」ということは、ご本人はもとよりご家族や
地域にとってもかけがえのない大切なことです。 

当院では市民の皆さんの健康づくりを応援するため、４月から検診の専門医師を配置し、日帰り人間ドックやメタボ検診

などの様々な検診を実施しています。 

◎上記の例では検診費用はおよそ２９，０００円となります。（検査項目は自由に選べます） 

◎この他、各種がん検診もございます。 

◎詳しくは事務室医事係 （25-1211 内線306）までお問い合わせください。 

日帰り人間ドック 

人間ドックには病気の早期発見・早期治療、個人の健康の記録と健康づくりに役立つという効果があります。 
 一般的な検査項目は下記の通りとなっています。 
 

《日帰り人間ドックの一般的な検査項目》 

項  目 内  容 

診察等 

問診 医師の予備的診断です。 

身長・体重 変化に注目してください。 

視力 近視・遠視・乱視などを見ます。 

聴力 難聴の有無や聞こえの程度を調べます。 

血圧 循環器の異常や腎臓・内分泌・代謝系の異常の手がかりになります。 

脂質 

総コレステロール 

脳梗塞や心臓病の原因となる動脈硬化になりやすいかがわかります。 
中性脂肪 

ＨＤＬコレステロール 

ＬＤＬコレステロール 

肝機能 

ＧＯＴ 

値が高いと肝臓の障害が疑われます。 
ＧＰＴ 

γ－ＧＴＰ 

ＡＬＰ 

代謝系 

空腹時血糖 高値は糖尿病の疑いがあります。 

尿糖 血糖値が高いときに増えることがあります。 

尿酸 高値は通風・尿路結石の疑いがあります。 

血液一般 

Ｈｔ（ヘマトクリット） 

少ないと貧血の疑いがあります。 Ｈｂ（ヘモグロビン） 

赤血球 

白血球 炎症の有無がわかります。 

腎機能 

尿蛋白 
腎臓の病気を見ます。 

尿潜血 

血清クレアチニン 高値は腎機能障害の疑いがあります。 

心電図 心臓の働きを見ます。 

胸部Ｘ線 肺の病気の有無・心臓の大きさ。大血管を見ます。 

胃部Ｘ線 食道・胃・十二指腸の病気を見ます。 

便潜血反応 消化管出血の有無を調べます。 
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病院だより「こころ」 

  
あ
な
た
は 

「か
く
れ
肥
満
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

 
 近

年
、
食
事
の
欧
米
化
や
運
動
不
足
か
ら
「
肥
満
体
質
・

か
く
れ
肥
満
」
の
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
肥
満
は
生
活
習

慣
病
の
も
と
に
な
り
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
、
心
筋
梗
塞
な

ど
の
病
気
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
は
、
内
臓
脂
肪

型
肥
満
に
加
え
、
高
血

糖
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常

な
ど
を
合
わ
せ
持
っ
た
状

態
の
こ
と
で
す
。 

 

こ
れ
を
血
液
検
査
や
Ｃ

Ｔ
な
ど
で
身
体
に
負
担
を

か
け
ず
に
詳
し
く
調
べ
る

の
が
「
メ
タ
ボ
検
診
」
で

す
。 

 

●
費
用
３
，
０
０
０
円 

●
要
予
約 

月
～
金 

 

午
前
八
時
～
午
前
十
一
時
三
十
分 

月
・
火
・
木
・
金 

午
後
一
時
三
十
分
～
午
後
三
時 

●
管
理
栄
養
士
に
よ
る
「
食
生
活
改
善
相
談
」 

理
学
療
法
士
に
よ
る
「簡
単
運
動
メ
ニ
ュ
ー
」
の
指
導

が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

 
 

 

メ
タ
ボ
検
診 

 

 

健
康
の
秘
け
つ
は
“
軟
ら
か
い
血
管
” 

  

健
康
な
血
管
は
軟
ら
か
く
弾
力
性
が
あ
り
、
内
壁
が
滑

ら
か
で
す
。
動
脈
硬
化
と
は
、
血
管
が
厚
く
、
硬
く
な

り
、
内
壁
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
が
付
着
し
て
血
液
の

流
れ
が
悪
く
な
る
状
態
の
こ
と
で
す
。 

 

高
血
圧
・
高
脂
血
症
、
肥
満
、
喫
煙
、
ス
ト
レ
ス
な
ど

の
生
活
習
慣
が
要
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

動
脈
硬
化
は
、
日
本
人
の
死
因
の
三
割
を
占
め
る
心
筋

梗
塞
や
脳
出
血
、
脳
梗
塞
な
ど
の
生
命
に
関
わ
る
病
気
の

原
因
と
な
り
ま
す
。 

 

ご
自
分
の
血
管
の
状
態
を
知
っ
て
、
病
気
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。 

●
費
用 

 

１
，
０
０
０
円 

●
要
予
約 

月
～
金 

 

午
前
八
時
～
午
前
十
一
時
三
十
分 

月
・
火
・
木
・
金 

午
後
一
時
三
十
分
～
午
後
三
時 

●
検
査
は
簡
単
で
す 

 

①
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
り
、
心
電
図
の
腕
電
極
、
心
音
マ
イ

ク
、
血
圧
測
定
用
カ
フ
を
着
け
ま
す
。 

 

②
血
圧
を
測
る
の
と
同
じ
要
領

で
。
わ
ず
か
４
分
程
度
で
検

査
終
了
。 

 

③
結
果
は
す
ぐ
に
出
ま
す
。

そ
の
後
、
診
察
で
先
生

か
ら
説
明
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

※
メ
タ
ボ
検
診
と
一
緒
に

お
受
け
に
な
ら
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。 

 

動
脈
硬
化
検
診 

 
 
 

骨
密
度
で
わ
か
る
「骨
粗
し
ょ
う
症
」 

  

「
骨
密
度
」
と
は
骨
に
含
ま
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
の
密
度
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。
骨
の
新
陳
代
謝
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る

と
、
骨
の
密
度
が
減
少
し
て
、
や
が
て
は
骨
の
内
部
が
も

ろ
く
、
ス
カ
ス
カ
に
な
る
た
め
骨
折
し
や
す
く
な
り
ま

す
。 

 

特
に
女
性
は
更
年
期
以
降
に
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
が

変
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
骨
密
度
が
低
下
し
や
す
い
の
で

す
。 骨

粗
し
ょ
う
症
が
進
行
す
る
と
、
日
常
生
活
行
動
が
低

下
し
、
さ
ら
に
は
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。 

骨
粗
し
ょ
う
症
の
初
期
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。

骨
密
度
検
診
で
自
分
の
骨
の
状
態
を
調
べ
、
病
気
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。 

 

●
費
用 

 

１
，
０
０
０
円 

●
要
予
約 

月
～
金 

 

午
前
八
時
～
午
前
十
一
時
三
十
分 

月
・
火
・
木
・
金 

 

午
後
一
時
三
十
分
～
午
後
三
時 

●
検
査
は
５
分
程
度
で
終

了
し
ま
す
。 

か
か
と
の
骨
に
超
音
波

を
当
て
る
だ
け
の
簡
単

な
検
査
で
す
。 

 

※
メ
タ
ボ
検
診
と
一
緒
に
お

受
け
に
な
ら
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。 

骨
密
度
検
診 

小樽病院・おすすめ検診メニュー 

骨密度の測定機器骨密度の測定機器  

ＣＴ画像（青色は皮下脂肪、赤色は内臓脂肪）ＣＴ画像（青色は皮下脂肪、赤色は内臓脂肪）  
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通算１３号 

 
・科学的でかつ良質・効率的な医療の提供を目指します。 

・医療の安全管理に最大の努力をはらいます。 

・患者さまの満足度の向上に努めます。 

・患者さまの権利を尊重し患者さま本位の人間味あふれる医療を行います。 

・市立病院は市の行政施策のひとつとして存在することを認識し行動します。 

・地域の医療機関や福祉施設等の連携等により地域完結型の医療を推し進めます。 

・医療の使命に情熱を燃やす職員集団として日々研鑽に励みます。 

・職種、診療科を超えたチーム医療に徹し病院の総合力発揮します。 

・良質で安全な医療を提供するため経営健全化に努めます。 

 

良質の医療、信頼の医療を優しさと思

いやりをもって提供する病院 

 

地域の中核医療を担う市立病院で働く

職員、医療人としての使命感を持ち協

調して行動する病院 

病院理念病院理念  基本方針基本方針  

樽病だより樽病だより樽病だより   

  こころこころ   
平成２１年 

通算１３号 

ホームペーホームページジ  http://www.medhttp://www.med--otaru.jp/otaru.jp/  

  ホームページから過去の広報紙がご覧になれます。ホームページから過去の広報紙がご覧になれます。  

発行発行  市立小樽病院市立小樽病院  

編集編集  市立小樽病院広報委員会市立小樽病院広報委員会  

４月からの新任医師４月からの新任医師４月からの新任医師   

出身大学 札幌医科大学 

卒業年 平成1８年 

所属学会 

（資格） 

日本内科学会 

日本消化器病学会 

日本消化器内視鏡学会 

 

内科 
出身大学 札幌医科大学 

卒業年 昭和５８年 

所属学会 

（資格） 

日本麻酔科学会（指導医） 

日本救急医学会（専門医） 

日本ペインクリニック学会（専門医） 

日本超音波医学会 

 

泌尿器科 
出身大学 北海道大学 

卒業年 平成4年 

所属学会 

（資格） 

日本泌尿器科学会（専門医･指導医） 

日本排尿機能学会 

日本透析医学会 

 

出身大学 北海道大学 

卒業年 平成1８年 

所属学会 

 

日本泌尿器科学会 
 

麻酔科 
出身大学 旭川医科大学 

卒業年 平成16年 

所属学会 

（資格） 

日本麻酔科学会（認定医） 

麻酔科標榜医  

医師：伊早坂 舞 医長：岸川 和弘 

医長：山下 登 医師：広瀬 貴行 

医師：早瀬 知 

（検診担当） 

出身大学 札幌医科大学 

卒業年 平成２１年 

 

 

初期臨床研修医 
 

研修医 

医師：立花 俊祐 

（４月から機構改革により一部変わりました。） 

Ａ棟 Ｂ棟 Ｃ棟 Ｄ棟

６Ｆ ６－２病棟(内・ｵｰﾌﾟﾝ)

病室 620～633号

５Ｆ 栄養管理科・栄養相談室 ５－２病棟(整・耳・内）

糖尿病教室・中央点滴室 病室 520～531号

４Ｆ 階 ４－３病棟(泌・皮) 階 ４－２病棟(外・眼・婦) 階 理学療法室

病室 450～460号 病室 420～433号

３Ｆ 地域連携室・医療相談室 ３－２病棟(内)

段 内視鏡室 段 病室 320～334号 段

２F 検査科 麻酔科外来・家族待機室

MRI室・視力検査室 ＩＣＵ・皮膚科ﾚｰｻﾞｰ治療室

１F 給食炊事室 電気室・労務室

事務室 剖検室・霊安室

海側 予約受付 山側

市立小樽病院案内図

エ
レ
ベ
丨
タ
丨

講　　堂

経営管理部

　家族待機室

中央手術室
中央材料室
家族待機室

薬局

エ
レ
ベ
丨
タ
丨

エ
レ
ベ
丨
タ
丨

総合案内・放射線科・ＣＴ室

受付・ＡＴＭ・売店・食堂・理容室

玄関

医局図書室・研究室

会議室

外来診察室

小・婦・泌・皮・耳・眼

中央採血室・救急患者処置室

外来診察室・内・外・整

特別室


